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第２章 「カントにおける Kultur 概念の環境倫理学的解釈の試み」（日本カント協会編『日
本カント研究  10』、2009 年、所収）。 
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「カント「教育論」における「道徳化」の意味とその射程−「理性の開化」と「世界
市民的教育」の関係−」（教育哲学会編『教育哲学研究』第 107 号、2013 年、所収）。 
第４章 「カントの『理論と実践』における自立のアンチノミー」（『法政大学文学部紀要』










































































































































































































































































とは言えないように思われる。この論点は、『判断力批判』第二部の第 83 節と第 84 節にお
ける「最終目的」と「究極目的」の関係や「移行」にかんするカントによる説明の妥当性
をめぐる困難な研究上の課題とも関連するので、両規定のさらなる分析と相互の関係や「移
行」に対する一層立ち入った解明が行われるならば、本論文の優れた研究成果がより明確
に提示可能となるであろう。 
第三に、「隠されたアンチノミー」が「教育」「立法」「宗教」という三分野で文化と道徳
のアンチノミーを形成している事実に着目し、その意味とカントによる解決方法の問題を
解明した点は本研究の大きな功績であるが、他方、この困難な課題に対して、特にアンチ
ノミーの定式化に対しては教育哲学、法哲学、宗教哲学等の個別研究の立場から、筆者と
は異なる解釈の提示や反論が予想される。本研究は、筆者独自の立場から、文化と道徳と
の関係理解を含む「教育」、「立法」、「宗教」の個々のレベルで「隠されたアンチノミー」
解決の可能性の試みとその現代的意義を提示しているが、これらの個別テーマに専門的に
取り組んできた研究者から予想される疑問や異なる解釈の提示に対して、さらに論争的な
議論を展開すれば、タコツボ化した研究者の批判に対抗して批判哲学の体系的観点から、
いっそう強い説得力を発揮することができたであろう。 
第四に、本研究では、カントの文化批判の今日的意義に対する考察がまだ十分ではない
ように思われる。特に科学技術の進展とカント哲学の要石とも呼ばれる自由および定言命
法との関係から、この点に対する本格的な吟味・検討が試みられたならば、大森論文の狙
いと本論考の重要性がいっそう明確になったであろう。 
しかしながら、これらの指摘や疑問、そして批判等は、本研究の根本的欠陥を意味する
ものでは決してない。むしろ、これらは本研究の独創性や斬新さを証明するものであり、
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本研究が日本のカント研究に大きな刺激を与え、さらに新たな研究の進展が期待できる研
究業績であることを証明するものである。いずれにしても、200 年以上に及ぶカント研究史
を踏まえた本研究の成果は、今後新たな論争と生産的な議論を生み出すはずである。 
 
７．結論 
以上により、審査小委員会は、大森一三氏提出の博士学位請求論文『「隠されたアンチノ
ミー」とその解決－カントにおける文化の進歩と道徳について－』を優れた研究であると
評価し、博士（哲学）の学位を授与されるに十分な資格を有するものである、との結論に
達した。 
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